
経済の

読み解く

　

人

手

不

足

の

常

態

化

や

Ａ

Ｉ

（

人

工

知

能

）

の

急

速

な

普

及

が

、

企

業

経

営

や

働

き

方

を

大

き

く

変

え

よ

う

と

し

て

い

る

。

こ

う

し

た

変

化

を

踏

ま

え

、

全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

（

全

労

生

）

議

長

で

電

機

連

合

会

長

の

神

保

政

史

氏

は

６

月

�

日

、

生

産

性

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

、

「

人

へ

の

投

資

で

生

産

性

を

高

め

、

そ

の

成

果

を

社

会

全

体

で

分

か

ち

合

う

経

済

へ

の

転

換

が

必

要

だ

」

と

述

べ

、

生

産

性

運

動

の

重

要

性

を

強

調

し

た

。

（

肩

書

き

は

取

材

当

時

）

（

詳

報

２

面

）

出所：内閣府月例経済報告から転載

■

Ａ

Ｉ

時

代

に

こ

そ

生

産

性

運

動

　

神

保

氏

は

、

「

雇

用

の

維

持

・

拡

大

」

「

労

使

の

協

力

と

協

議

」

「

成

果

の

公

正

な

分

配

」

を

柱

と

す

る

生

産

性

運

動

三

原

則

に

つ

い

て

、

「

�

年

前

の

原

則

だ

が

、

Ａ

Ｉ

時

代

の

い

ま

、

そ

の

意

義

は

一

層

高

ま

っ

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

さ

ら

に

、

「

生

産

性

向

上

は

効

率

化

だ

け

で

は

な

い

。

人

へ

の

投

資

を

通

じ

て

企

業

と

働

く

人

が

と

も

に

成

長

し

、

そ

の

成

果

を

社

会

全

体

で

分

か

ち

合

う

た

め

の

考

え

方

だ

」

と

語

り

、

「

技

術

が

進

歩

し

て

も

、

価

値

を

生

み

出

す

主

体

は

人

で

あ

る

こ

と

に

変

わ

り

は

な

い

」

と

指

摘

し

た

。

■

賃

上

げ

定

着

へ

中

小

企

業

が

鍵

　

今

年

の

春

季

労

使

交

渉

で

は

、

電

機

連

合

も

要

求

、

妥

結

と

も

近

年

最

高

水

準

と

な

り

、

ベ

ア

は

平

均

約

１

万

５

０

０

０

円

、

各

社

の

賃

金

制

度

に

よ

る

昇

給

な

ど

を

含

め

る

と

年

間

６

～

７

％

規

模

の

賃

金

改

善

と

な

っ

た

。

実

質

賃

金

も

上

昇

し

て

い

る

（

＝

グ

ラ

フ

参

照

）

。

神

保

氏

は

「

物

価

上

昇

を

上

回

る

賃

上

げ

は

、

成

長

と

分

配

の

好

循

環

に

向

け

た

大

き

な

前

進

」

と

評

価

す

る

と

と

も

に

、

「

こ

の

流

れ

を

一

過

性

で

終

わ

ら

せ

て

は

な

ら

な

い

」

と

強

調

し

た

。

　

持

続

的

な

賃

上

げ

の

実

現

に

は

、

中

小

企

業

へ

の

波

及

が

重

要

だ

。

神

保

氏

は

「

価

格

転

嫁

が

十

分

進

ま

な

い

企

業

も

多

い

。

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

適

正

な

価

格

形

成

を

進

め

な

け

れ

ば

、

継

続

的

な

賃

上

げ

は

難

し

い

」

と

課

題

を

挙

げ

た

。

■

Ａ

Ｉ

活

用

へ

学

び

直

し

推

進

　

Ａ

Ｉ

に

つ

い

て

は

、

「

仕

事

を

奪

う

存

在

で

は

な

く

、

生

産

性

を

高

め

る

道

具

と

し

て

使

い

こ

な

す

こ

と

が

重

要

」

と

し

、

電

機

連

合

で

は

、

こ

の

課

題

へ

の

対

応

の

一

つ

と

し

て

、

Ａ

Ｉ

活

用

ス

キ

ル

の

向

上

を

労

使

共

通

の

課

題

に

挙

げ

た

。

米

マ

イ

ク

ロ

ソ

フ

ト

（

Ｍ

Ｓ

）

と

連

携

し

た

生

成

Ａ

Ｉ

の

リ

ス

キ

リ

ン

グ

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

組

合

員

に

提

供

す

る

準

備

を

進

め

て

い

る

。

　

最

後

に

神

保

氏

は

、

日

本

経

済

を

持

続

的

な

成

長

に

つ

な

げ

る

に

は

、

労

使

の

信

頼

関

係

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

重

要

に

な

る

と

指

摘

。

生

産

性

運

動

三

原

則

に

あ

る

「

労

使

の

協

力

と

協

議

」

は

、

技

術

革

新

が

加

速

す

る

時

代

に

も

変

わ

ら

な

い

基

本

原

則

と

し

、

「

Ａ

Ｉ

の

導

入

や

デ

ジ

タ

ル

化

が

進

む

ほ

ど

、

働

き

方

や

仕

事

の

内

容

は

大

き

く

変

わ

る

。

だ

か

ら

こ

そ

、

労

使

が

十

分

に

話

し

合

い

、

働

く

人

の

納

得

を

得

な

が

ら

進

め

る

こ

と

が

欠

か

せ

な

い

」

と

強

調

。

生

産

性

運

動

の

理

念

が

新

た

な

経

済

ス

テ

ー

ジ

を

支

え

る

基

盤

に

な

る

と

の

認

識

を

示

し

た

。



経済の

読み解く

（

注

）

１

９

８

９

～

２

０

２

６

年

の

デ

ー

タ

は

、

す

べ

て

６

月

末

時

点

の

最

終

集

計

結

果

。

出

所

：

連

合

神保　政史（じんぼ　まさし）

　全国労働組合生産性会議議

長。三菱電機労連出身。��

年より電機連合。��年より

電機連合会長（就任時は、中

央執行委員長）。取材時は電

機連合会長。

　

Ａ

Ｉ

な

ど

デ

ジ

タ

ル

技

術

の

急

速

な

進

展

は

、

産

業

構

造

や

働

き

方

そ

の

も

の

を

変

え

よ

う

と

し

て

い

る

。

こ

の

変

化

を

成

長

に

ど

う

つ

な

げ

て

い

く

の

か

。

全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

（

全

労

生

）

議

長

で

電

機

連

合

会

長

の

神

保

政

史

氏

へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

詳

細

は

次

の

通

り

。

（

肩

書

き

は

取

材

当

時

）

■

「

三

原

則

」

は

い

ま

こ

そ

生

き

る

　

企

業

の

競

争

力

は

設

備

や

技

術

だ

け

で

は

生

ま

れ

ま

せ

ん

。

新

し

い

価

値

を

生

み

出

す

の

は

、

い

つ

の

時

代

も

「

人

」

で

す

。

一

人

ひ

と

り

が

能

力

を

高

め

、

そ

の

力

を

十

分

に

発

揮

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

、

生

産

性

向

上

の

出

発

点

に

な

り

ま

す

。

賃

金

の

引

き

上

げ

、

人

材

育

成

・

リ

ス

キ

リ

ン

グ

、

安

心

し

て

働

き

続

け

ら

れ

る

職

場

づ

く

り

は

、

未

来

へ

の

投

資

で

あ

り

、

持

続

的

な

成

長

を

支

え

る

基

盤

で

す

。

　

そ

の

考

え

方

の

原

点

に

あ

る

の

が

、

生

産

性

運

動

で

す

。

生

産

性

運

動

が

目

指

し

て

き

た

の

は

、

効

率

だ

け

を

追

い

求

め

る

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

労

使

が

十

分

に

話

し

合

い

、

生

産

性

を

高

め

、

そ

の

成

果

を

公

正

に

分

配

し

、

雇

用

を

守

る

。

こ

れ

が

「

生

産

性

運

動

三

原

則

」

の

精

神

で

す

。

　

Ａ

Ｉ

時

代

を

迎

え

た

い

ま

、

そ

の

価

値

は

一

段

と

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

生

産

性

運

動

は

、

「

人

づ

く

り

の

運

動

」

だ

と

考

え

て

い

ま

す

。

働

く

人

が

成

長

し

、

生

産

性

が

高

ま

り

、

そ

の

成

果

が

賃

金

や

処

遇

の

改

善

と

し

て

還

元

さ

れ

る

。

企

業

は

、

そ

の

成

果

を

設

備

投

資

や

人

材

育

成

へ

振

り

向

け

、

さ

ら

に

成

長

す

る

。

こ

う

し

た

「

成

長

と

分

配

の

好

循

環

」

を

社

会

全

体

で

実

現

す

る

こ

と

こ

そ

、

生

産

性

運

動

が

目

指

す

姿

で

す

。

■

持

続

す

る

賃

上

げ

の

条

件

　

今

年

の

春

季

労

使

交

渉

で

は

、

高

水

準

の

賃

上

げ

が

実

現

し

ま

し

た

（

＝

グ

ラ

フ

参

照

）

。

こ

れ

は

大

き

な

前

進

で

す

。

し

か

し

、

本

当

に

重

要

な

の

は

、

こ

の

流

れ

を

一

過

性

で

終

わ

ら

せ

な

い

こ

と

で

す

。

春

闘

は

ゴ

ー

ル

で

は

な

く

、

持

続

的

な

賃

上

げ

と

成

長

に

向

け

た

ス

タ

ー

ト

ラ

イ

ン

だ

っ

た

と

考

え

て

い

ま

す

。

　

そ

の

た

め

に

は

、

中

小

企

業

の

成

長

が

欠

か

せ

ま

せ

ん

。

多

く

の

企

業

で

は

、

人

手

不

足

へ

の

対

応

と

し

て

賃

金

を

引

き

上

げ

な

が

ら

も

、

十

分

な

収

益

を

確

保

で

き

ず

、

防

衛

的

な

賃

上

げ

に

と

ど

ま

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

背

景

に

は

、

価

格

転

嫁

の

難

し

さ

や

長

年

の

商

慣

行

が

あ

り

ま

す

。

　

適

正

な

利

益

が

確

保

さ

れ

て

こ

そ

、

人

材

育

成

へ

の

投

資

や

継

続

的

な

賃

上

げ

、

技

術

や

品

質

の

向

上

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

適

正

な

価

格

形

成

を

進

め

、

発

注

側

、

受

注

側

が

と

も

に

成

長

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

、

日

本

の

産

業

競

争

力

の

強

化

に

つ

な

が

り

ま

す

。

■

Ａ

Ｉ

を

生

か

す

人

づ

く

り

　

Ａ

Ｉ

と

の

向

き

合

い

方

も

同

じ

で

す

。

Ａ

Ｉ

を

「

働

く

人

の

力

を

引

き

出

す

技

術

」

と

し

て

活

用

す

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

そ

の

た

め

に

は

、

誰

も

が

学

び

続

け

ら

れ

る

環

境

を

整

え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

Ａ

Ｉ

リ

テ

ラ

シ

ー

・

リ

ス

キ

リ

ン

グ

を

支

え

る

教

育

基

盤

を

充

実

さ

せ

、

企

業

規

模

や

雇

用

形

態

に

か

か

わ

ら

ず

、

一

人

ひ

と

り

が

能

力

を

発

揮

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

、

人

へ

の

投

資

の

柱

に

な

り

ま

す

。

　

電

機

連

合

で

は

、

傘

下

約

１

８

０

労

組

、

約

�

万

人

の

組

合

員

を

対

象

に

、

マ

イ

ク

ロ

ソ

フ

ト

と

連

携

し

た

生

成

Ａ

Ｉ

リ

ス

キ

リ

ン

グ

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

始

動

し

ま

し

た

。

技

術

革

新

に

よ

る

産

業

全

体

の

変

化

に

伴

う

雇

用

の

安

定

、

電

機

・

電

子

産

業

に

お

け

る

技

術

の

底

上

げ

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

企

業

ご

と

の

枠

組

み

を

超

え

、

労

使

が

連

携

し

た

人

的

資

本

投

資

で

す

。

　

背

景

に

は

、

Ａ

Ｉ

の

進

化

に

よ

り

、

従

来

の

事

務

職

や

開

発

現

場

の

業

務

が

大

き

く

変

わ

る

と

い

う

危

機

感

が

あ

り

ま

す

。

「

失

業

な

き

タ

ス

ク

転

換

」

（

労

働

移

動

）

を

目

指

し

ま

す

。

ま

ず

は

、

生

成

Ａ

Ｉ

の

基

礎

を

身

に

つ

け

ら

れ

る

よ

う

に

、

労

組

と

し

て

も

学

べ

る

環

境

を

整

え

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

企

業

規

模

に

よ

っ

て

教

育

機

会

の

格

差

が

あ

っ

て

は

、

日

本

全

体

の

競

争

力

は

高

ま

り

ま

せ

ん

。

■

成

果

を

社

会

全

体

へ

還

元

す

る

　

人

へ

の

投

資

は

、

教

育

だ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

育

児

や

介

護

、

治

療

と

仕

事

を

両

立

で

き

る

職

場

づ

く

り

や

、

非

正

規

や

有

期

、

嘱

託

で

働

く

人

た

ち

の

処

遇

改

善

も

重

要

で

す

。

と

り

わ

け

「

同

一

労

働

同

一

賃

金

」

は

原

則

で

あ

り

、

雇

用

主

は

責

任

を

持

っ

て

対

応

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

雇

用

形

態

に

か

か

わ

ら

ず

、

一

人

ひ

と

り

が

能

力

を

十

分

に

発

揮

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

　

技

術

は

進

歩

し

、

時

代

は

変

わ

り

ま

す

。

し

か

し

、

新

し

い

価

値

を

生

み

出

す

の

は

、

い

つ

の

時

代

も

「

人

」

で

す

。

だ

か

ら

こ

そ

、

生

産

性

運

動

と

は

、

人

を

育

て

、

人

を

生

か

し

、

人

を

中

心

に

社

会

を

発

展

さ

せ

る

運

動

だ

と

考

え

て

い

ま

す

。

　

人

へ

の

投

資

を

社

会

全

体

へ

広

げ

、

労

使

が

信

頼

の

も

と

で

対

話

を

重

ね

、

生

産

性

向

上

の

成

果

を

広

く

分

か

ち

合

う

。

そ

れ

が

、

生

産

性

運

動

三

原

則

を

未

来

へ

受

け

継

ぎ

、

日

本

経

済

の

持

続

的

な

成

長

を

実

現

す

る

道

だ

と

確

信

し

て

い

ま

す

。


